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	カタログ番号: AMRe03789
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞外マトリックスへの細胞接着部位（フォーカルアドヒージョン）におけるアクチン膜への接着に関与する細胞骨格タンパク質。PXNは、主に細胞外マトリックスへのフォーカルアドヒージョン部位に局在する多ドメイン細胞骨格タンパク質である。フォーカルアドヒージョンキナーゼ（FAK）によってリン酸化され、インテグリンシグナル伝達の構成要素である。そのリン酸化は、シグナル伝達分子をフォーカルアドヒージョンにリクルートするためのドッキング部位を提供する。
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	パキシリン抗体を使用したマウス肺溶解物中のパキシリンのウエスタンブロット分析。
	

	パキシリン抗体を使用した C6 溶解物中のパキシリンのウェスタン ブロット分析。
	

	パキシリン抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。
	

	パキシリン抗体とDAPI（青）を使用した、HeLAにおけるパキシリン（緑）の免疫細胞化学分析。

